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１． はじめに 

品川駅では、山手線・京浜東北線の混雑緩和及びお

客さまの利便性向上を目的に、第２ホームの拡幅工

事を実施する。本件名は、工期短縮を図るため、ホー

ム基礎施工を現場打ち工法からプレキャスト製品を

採用した工法に見直したことによる施工実績及び現

場打ち工法との比較検討結果について報告する。 

２．工事概要  

 品川駅改良（Ⅱ期）第２回線路切換工事において、

京浜東北北行線の使用番線を３番線から４番線に変

更した。そして、使用停止となった旧３番線の用地に

ホームを新設（ホームドア設置工事についても実施）

し、山手外回り線と京浜東北北行線の同一ホーム乗

換えを実現する。現在の品川駅は山手線の利用者が

非常に多く、第１ホームが慢性的に混雑している。ま

た、京浜東北北行線（大井町・蒲田方面）から乗換え

るお客さまの約１/３が山手線に乗車するため、階段・

コンコースも乗換えの経路となり混雑している。そ

こで、山手線第１ホームの混雑緩和及び同一ホーム

乗換えによる利便性向上のため、早急な使用開始が

求められている（図-１）。 

３．プレキャスト化による工期短縮の検討 

 ホーム基礎工法の選定にあたっては、元々営業線

であったことから十分締固まった路盤であると判断

し、基礎構造は直接基礎を採用した（図-２）。また、

基礎の施工はコストの観点から現場打ち工法を採用

した。現場打ち工法を採用した当初計画では、2022

年２月の工事完成予定であり工期が約２年と長いこ

とから、使用開始までの工期短縮が課題であった。

そこで、土木工事工期の約４割を占めるホーム基礎

設置についてプレキャスト製品を使用した工法によ

る工期短縮を検討した（表-１）。ホーム基礎のプレキ

ャスト化により工期を約２カ月短縮し、保安要員・保

安設備設置期間減少によるコストダウンが見込まれ

た。一方で、工場製作費が高いことや、１基当たりの

重量が重いため特殊な運搬・設置方法となることが

懸念された。よって、以下の検討を実施した。 

４．プレキャスト製品の分割化 

 既設計のホーム基礎１基当たりの重量は約3.3tで

あり、現場での汎用性が高い重機（軌陸 4.9tCC、軌

陸 3.0tDT）を使用することが不可能であった。そこ

で、ホーム基礎の分割施工を検討し、基礎ブロックを
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図-１ 第２ホーム拡幅工事概要 

表-１ 第２ホーム拡幅 概略工程 
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図-２ 第２ホーム拡幅の構造 
 

ホーム直接基礎（３分割）
H=300mm

B=1,000mm×３コ

W=1,500mm
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３分割することで、現場での汎用性の高い重機で施

工可能な計画とした。また、分割施工に伴い、既設計

の直接基礎の性能を満足するため、分割された基礎

ブロックを結合し、一体構造とする必要があった。分

割断面が構造上弱点箇所になることから、防錆・防水

処理の検討を行った。防錆処理では、PC 鋼棒への２

重防錆を基本に、シース内へのグラウト充填と分割

断面のシース周囲に水膨張ゴムを配置した。また PC

鋼棒定着部には、列車通過時の雨等の吹込みを考慮

し、塗布防水を計画した。 

５．施工概要（プレキャスト）と現場打ち工法の比較 

これまでの検討より設計・計画を決定し、ホーム基

礎の製作・施工に着手した（写真-１）。実際にプレキ

ャスト製品のホーム基礎を設置した際の実績サイク

ルタイムを取得した（表-３）。当夜は３分割のブロッ

ク６個（２基分）を山手線路閉鎖間合いで施工した。

基礎設置以外の作業工種についても実績を取得し、

全体の施工日数を把握した。そして、①プレキャスト

基礎と②現場打ち基礎を工期・コストの観点から比

較を行った（表-４）。工期の観点では、②がホーム基

礎完成まで 126 日を要するのに対し、①は 47 日と約

２カ月の工期を短縮することができた。一方コスト

の観点では、全体の工事費を見ると①は②の 1.1 倍の

コストを要した。内訳を確認すると①は②に対して、

材料費が高価であり、保安費が安価いう結果となっ

た。これは、基礎を工場製作とすることで、現場で要

する施工日数を短縮でき、工期と比例する保安費を

削減することが可能となった。しかしながら、工場製

品の欠点である部材の製作費が高いことが大きく影

響し、全体としては金額が高い結果となった。 

６．まとめ 

 早期使用開始を目指した品川駅第２ホーム拡幅工

事は、ホーム基礎を当初設計の現場打ち工法からプ

レキャスト製品を使用した工法に設計を見直したこ

とにより、約２か月の工期短縮を実現した。引き続き，

2021 年末のホーム拡幅使用開始に向けて安全な工事

を推進していく所存である。また、課題であるプレキ

ャスト製品の国内利用率の低さの最大の要因は、製

作費の高さによる初期コスト比較での不採用である。

一方で、少子高齢化による人口減少や労務費上昇に

よる現場打ち工法の施工費増大により、2025 年頃に

はプレキャスト工法と現場打ち工法のコストが同等

になることが考えられる 1)。プロジェクトの状況や現

場の条件を考慮の上、プレキャストの採用を引き続

き積極的に検討していきたい。 
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写真-1 プレキャスト基礎設置の様子 
 

 

表-４ プレキャストと現場打ちの比較 

 

 

昼間 夜間 昼間 夜間

A-1タイプ設置(全41箇所) 21日 鉄筋組立 24日 24日

A-2タイプ設置(全７箇所) ７日 型枠組立 48日 48日

PC鋼棒緊張・シースグラウト工 ４日 コンクリート打設 48日

モルタル充填 12日 脱型 6日 6日

塗布防水 ３日

合計日数 47日 合計日数 78日 126日

※昼間作業と夜間作業は同日に実施するため、全体施工日数＝夜間日数

施工日数
作業工種

プレキャスト基礎 現場打ち基礎

施工日数
作業工種

材料費 8.3倍 1.0倍

労務費 1.2倍 1.0倍

保安費 0.3倍 1.0倍

保安設備費 0.9倍 1.0倍

合計金額 1.1倍 1.0倍

（現場打ちの金額を１とした場合）

プレキャスト工法 現場打ち工法

表-３ ホーム基礎設置のサイクルタイム（実績） 
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